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参考資料１：基本構想における対象者及び特性 

 

■対象者 

・高齢者  

・肢体不自由者 

（車椅子使用者）  

・肢体不自由者 

（車椅子使用者以外）  

・内部障害者  

・視覚障害者 

・聴覚・言語障害者  

・知的障害者  

・精神障害者  

・発達障害者  

・高次脳機能障害者 

・妊産婦 

・乳幼児連れ 

・外国人 

・LGBTQ＋             

・その他 

 

 

出典：道路の移動等円滑化に関するガイドライン（国土交通省道路局、R4.6） 

出典：交通アクセスに関するユニバーサルデザインガイドライン 
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■主な特性（より具体的なニーズ） 

高齢者 ・階段、段差の移動が困難 

・長い距離の連続歩行や長い時間の立位が困難 

・視覚・聴覚能力の低下により情報認知やコミュニケーションが困難 など 

肢体不自由

者 

(車椅子使

用者) 

車椅子の使用により 

・階段、段差の昇降が不可能 

・移動及び車内で一定以上のスペースを必要とする 

・座位が低いため高いところの表示が見にくい 

・上肢障害がある場合、手腕による巧緻な操作・作業が困難 

・脳性まひなどにより言語障害を伴う場合がある など 

肢体不自由

者 

(車椅子使

用者以外) 

杖、義足・義手、人工関節などを使用している場合 

・階段、段差や坂道の移動が困難 

・長い距離の連続歩行や長い時間の立位が困難 

・上肢障害がある場合、手腕による巧緻な操作・作業が困難 

・片まひがある場合、トイレの戸が右開きか左開きかで使いにくいことがある など 

内部障害者 ・外見からは気づきにくい 

・急な体調の変化により移動が困難 

・疲労しやすく長時間の歩行や立っていることが困難 

・オストメイト（人工肛門、人工膀胱造設者）によりトイレに専用設備が必要 

・障害によって、酸素ボンベ等の携行が必要 など 

視覚障害者 全盲以外に、弱視（ロービジョン）者や色覚異常により見え方が多様であることか

ら 

・視覚による情報認知が不可能あるいは困難 

・空間把握、目的場所までの経路確認が困難 

・案内表示の文字情報の把握や色の判別が困難 

・白杖を使用しない場合など外見からは気づきにくいことがある など 

聴覚 ・言語

障害者 

全聾の場合、難聴の場合があり聞こえ方の差が大きいため 

・音声による情報認知やコミュニケーションが不可能あるいは困難 

・音声・音響等による注意喚起がわからないあるいは困難 

・発話が難しく言語に障害がある場合があり伝えることが難しい 

・外見からは気づきにくい など 

知的障害者 初めての場所や状況の変化に対応することが難しいため 

・道に迷ったり、次の行動を取ることが難しい場合がある 

・感情のコントロールが困難でコミュニケーションが難しい場合がある 

・情報量が多いと理解しきれず混乱する場合がある 

・周囲の言動に敏感になり混乱する場合がある 

・読み書きが困難である場合がある 

・視覚過敏や聴覚過敏である場合がある など 

精神障害者 状況の変化に対応することが難しいため 

・新しいことに対して緊張や不安を感じる 

・混雑や密閉された状況に極度の緊張や不安を感じる 

・周囲の言動に敏感になり混乱する場合がある 

・ストレスに弱く、疲れやすく、頭痛、幻聴、幻覚が現れることがある 

・服薬のため頻繁に水を飲んだりすることからトイレに頻繁に行くことがある 

・外見からは気づきにくい 

・視覚過敏や聴覚過敏である場合がある など 
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発達障害者 ・注意欠陥多動性障害（AD/HD）等によりじっとしていられない、走り回るなどの

衝動性、多動性行動が出る場合がある 

・広汎性発達障害等により特定の事柄に強い興味や関心、こだわりを持つ場合が

ある 

・反復的な行動を取る場合がある 

・学習障害（LD）等により読み書きが困難である場合がある 

・他人との対人関係の構築が困難 

・視覚過敏や聴覚過敏である場合がある など 

高次脳機能

障害者 

・半側空間無視や注意障害がある場合、歩道等を移動する際に転落や人・ものに

ぶつかる危険がある 

・注意障害などにより、必要な情報を見つけるのが難しいことがある 

・失語や失認などにより、案内や表示を見ても内容が理解できないことがある 

・記憶障害や地誌的障害などにより、道順や経路、目印が覚えられないことがある 

など 

妊産婦 妊娠していることにより 

・歩行が不安定（特に下り階段では足下が見えにくい） 

・長時間の立位が困難 

・不意に気分が悪くなったり疲れやすいことがある 

・初期などにおいては外見からは気づきにくい 

・産後も体調不良が生じる場合がある など 

乳幼児連れ ベビーカーの使用や乳幼児を抱きかかえ、幼児の手をひいていることにより 

・階段、段差などの昇降が困難（特にベビーカー、荷物、幼児を抱えながらの階段

利用は困難である） 

・長時間の立位が困難（子どもを抱きかかえている場合など） 

・子どもが不意な行動をとり危険が生じる場合がある 

・オムツ交換や授乳できる場所が必要 など 

外国人 日本語が理解できない場合は 

・日本語による情報取得、コミュニケーションが不可能あるいは困難 など 

LGBTQ＋ 

 

 

 

 

レズビアン（女性同性愛者）、ゲイ（男性同性愛者）、バイセクシュアル（両性愛

者）、トランスジェンダー（生まれた時に割り当てられた性別と、性自認が一致して

いない人）、クエスチョニング（自分自身のセクシュアリティを決められない、分から

ない、または決めない人）等、性的マイノリティ（性的少数者）のこと。 

性別表示のないトイレは、一部のトランスジェンダーや男女どちらのトイレも使い

にくいと感じている人や、異性介助の人々にとって使いやすい。また、例えば他国で

は同性同士が結婚することや子どもを持つことは、もはや珍しいことではなくなって

きている。そうした人々が疎外感や不利益を感じることのないよう、家族・カップルな

どの在り方が多様化していることを前提とした対応が必要である。 

一方で、どのような見た目であるかや行動障害の有無に関わらず、全ての人が

排除されない安全なトイレ環境が求められています。 その他 

・一時的なけがの場合（松葉杖やギブスを使用している場合など含む） 

・難病、一時的な病気の場合 

・重い荷物、大きな荷物を持っている場合 

・初めての場所を訪れる場合（不案内） など 

出典：道路の移動等円滑化に関するガイドライン（国土交通省道路局、R4.6） 

出典：交通アクセスに関するユニバーサルデザインガイドライン 



                                                                     

  

89 

参考資料２：策定時の基本構想に基づく特定事業等の実施状況に係る評価   

      (地区別)詳細                           

 

本市では、平成 12年に施行された交通バリアフリー法に基づき、平成 15年４月から平成 18年

４月にかけて、「天王寺・阿倍野地区」を含む市内の主要な駅を中心に 25地区において「大阪市交 

通バリアフリー基本構想」（以下「基本構想」という。）を策定し、駅舎や駅周辺の主要な施設に至る

道路等の重点的かつ一体的なバリアフリー化を推進してきました。 

これまで、基本構想により各事業者に対してバリアフリー化整備が義務付けられた特定事業(公共

交通(駅舎、鉄道車両)、道路、交通安全(交差点))について、進捗状況を毎年把握し、公表してきたと

ころでありますが、このたび、特定事業を中心に天王寺・阿倍野地区基本構想に掲げられたバリアフ

リー化整備の実施等について、調査、分析及び評価を行いました。 

なお、段階評価は進捗率に応じ、以下の 5段階としました。 

 

段階評価 進捗率（２００３年基準（※）） 

Ａ：整備済み 100% 

Ｂ：概ね整備済み 90%以上 100%未満 

Ｃ：整備が比較的進んでいる 70%以上 90%未満 

Ｄ：整備が比較的進んでいない 50%以上 70%未満 

Ｅ：整備が進んでいない 50%未満 

（※）本評価は、基本構想策定時の整備基準に基づく事業の実施状況を示しています。 

評価の時点は、令和 3年 3月末時点の事業の進捗状況です。 

 

〇 特定事業 

１ 駅舎 

（１）天王寺・阿倍野地区における整備内容及び進捗状況［対象：4駅※１］ 

 

 
整備項目 整備内容 

H18.4 

時点 

H23.3 

時点 

R3.3 

時点 

1 
視覚障がい者 

誘導用ブロック 

車両の乗降口から公共通路まで

の移動動線上に敷設 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

2 音案内 

視覚障がい者誘導用ブロックの

敷設位置に合わせ、音案内の提

供を検討※２ 

0駅 

0% 

－ 

0駅 

0％ 

－ 

1駅 

25％ 

－ 

3 案内・誘導 

駅舎内での一貫した連続性のあ

る案内・誘導及び乗り換えや周

辺施設等への案内に努める 

1駅 

25％ 

Ｅ 

2駅 

50％ 

Ｄ 

4駅 

100％ 

Ａ 

［上段：整備駅数 中段：整備駅の割合 下段：評価］ 
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整備項目 整備内容 

H18.4 

時点 

H23.3 

時点 

R3.3 

時点 

異常時に改札付近等で掲示を

行う 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4 券売機 

車いす使用者に配慮した蹴込み

の構造等の検討。それ以外の細

部の仕様は更新時期等に合わ

せ整備に努める※２ 

1駅 

25％ 

－ 

3駅 

75％ 

－ 

3駅 

75％ 

－ 

5 改札口 拡幅改札口の設置 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

6 エレベーター 

ホームから公共用通路まで１以

上の経路の確保 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

乗り換え経路の確保 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

7 階段 

階段の手すりに、行先を点字で

表示 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

踏面端部が容易に識別できるよ

うに配慮する 

２駅 

50％ 

D 

2駅 

50％ 

Ｄ 

4駅 

100％ 

Ａ 

8 
ホームにおける 

列車の案内 

列車の行先･接近･出発に関する

情報を文字及び音案内で提供 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

9 
車両とホーム 

との隙間・段差 

ホーム構造や車両構造について

検討を行う※２ 

0駅 

0% 

－ 

0駅 

0% 

－ 

1駅 

25％ 

－ 

渡り板を配備 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

10 
ホームにおける 

安全対策 

ホーム縁端付近に連続して警告

ブロックを敷設 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

線路側とホーム内側の区別が出

来る工夫をする 

2駅 

50％ 

Ｄ 

3駅 

75％ 

Ｃ 

4駅 

100％ 

Ａ 
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整備項目 整備内容 

H18.4 

時点 

H23.3 

時点 

R3.3 

時点 

線路側外のプラットホーム両端

に警告ブロックを敷設 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

11 トイレ 

車いす対応トイレの設置 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

今後設置するトイレの多機能化 

3駅 

75％ 

Ｃ 

4駅 

100％ 

Ａ 

4駅 

100％ 

Ａ 

※１ 特定事業計画の進捗状況の報告駅別（大阪市高速電気軌道(株)について路線別）で集計。なお、各

駅の整備状況（令和３年３月末時点）は別添１のとおり。 

※２ 整備内容が「検討」となっているため、整備駅数、整備駅の割合は参考値。 

 

（２）評価 

整備内容として 11の整備項目について 18事業を定めており、整備内容が「検討」の３事業を

除いた 15事業について評価しています。対象となる４駅において整備済み（評価 A）となっている

ものは、目標年である平成 23（2011）年３月末時点で 12事業だったものが、令和３（2021）

年３月末時点では 15事業となっています。 

その結果、全駅において、エレベーター等の設置により段差を解消し、拡幅改札口が設置された

経路（バリアフリールート）が少なくとも１経路は確保されるとともに、鉄軌道駅間の乗り換え経路

についても、バリアフリールートが１経路以上確保されています。また、階段手すりの行先の点字表

示、階段踏面端部の識別への配慮、ホームにおける列車案内や渡り板の配備、ホーム端部におけ

る連続した警告ブロックの敷設、車いす対応トイレ（バリアフリートイレ）についても、全駅において

整備済み（評価 A）となっています。 

このように、基本構想を作成した時点では検討事項となっていた事業を含め、一部の事業につ

いて整備が完了していない駅舎があるものの、基本構想を作成した当時（平成 15（2003）年４

月時点）に比べると、大幅にバリアフリー化されており、高齢者、障がい者等の鉄軌道による移動に

あたり必要とされる整備が一定の水準まで進んでいる状況にあることから、高齢者、障がい者等の

移動等に係る身体の負担の軽減が図られています。 
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［基本構想作成時に検討事項となっていたもの］ 

 「音案内」 

駅舎の大規模な改良時などに整備が行われています。 

 「券売機の蹴込み構造」 

券売機の更新時や駅舎の大規模な改良時などに整備が行われているものの、構造上、整備

が難しい駅舎もあります。 

「車両とホームの隙間・段差」 

可動式ホーム柵の整備時などに整備が行われているものの、ホームの嵩上げなど大規模な

改良工事などが必要となる、複数の形式の車両が走行することや曲線ホームであることなどか

ら、車両の乗降高さや車両とホームの隙間が一定ではないため新たな技術開発が必要となる

など引き続き検討が必要です。 

 

（３）今後の課題 

基本構想を作成した当時では検討事項となっていた３事業（音案内、券売機の蹴込み構造、車

両とホームの隙間・段差）については、施設の大規模な改良を行う時期や今後の技術開発の動向

等を勘案しながら、長期的な視点で引き続き整備を促進していく必要があります。 

加えて、高齢者、障がい者等の移動にあたり、駅舎は重要な施設となることから、令和２

（2020）年 12月の国の移動等円滑化の促進に関する基本方針の改正において、大規模な鉄軌

道駅における当該駅の状況等を踏まえた可能な限りのバリアフリールートの複数化や鉄軌道駅の

構造及び利用実態、地域の実情等を勘案し、優先度が高いプラットホームでの可動式ホーム柵等

の整備の加速化など、新たな目標が定められたことなどを踏まえ、各駅舎の状況等も勘案しつつ、

更なるバリアフリー化に向け、新たな整備内容について検討を行っていく必要があります。 
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２ 鉄道車両 

（１）整備内容 

 整備項目 整備内容 

1 
車いすスペースの 

確保 

新造車両は、1列車に 1箇所以上設置。既存車両は、可能な限り

設置に努める。 

2 
行先等の 

案内表示装置 

新造車両は、車外から行先、種別が、車内から行先、種別、次停車

駅名がわかる表示装置を設置。 

3 
車両間の 

転落防止装置 
新造車両は、設置。既存車両は、可能な限り設置に努める。 

 

（２）進捗状況 

令和３（2021）年３月末時点では、各鉄軌道事業者※１における鉄道車両の整備状況は以下の

とおりとなっています。 

なお、編成数・車両数については、大阪市内を運行している車両のみを集計することが難しいた

め、原則として、事業に供している鉄道車両を対象に集計しています。 

 

 
整備項目 

7社合計※２ 

整備数 整備率 評価 

1 車いすスペースの確保 1,617編成 82％ C 

2 行先等の案内表示装置 7,402両 78％ C 

3 車両間の転落防止装置 9,514両 100％ A 

 
※１ JR東海についても、特定事業の対象となっているが、対象となる鉄道車両が新幹線であり、全て整備済であること

から、省略している。 
※２ 大阪市内を運行している車両のみで算出している。 

  



                                                                     

  

94 

（３）評価 

特定事業として定められている鉄道車両の新造時における整備については、全ての整備項目に

ついて、各鉄軌道事業者において行われています。また、既存の鉄道車両についても、各鉄軌道事

業者において大規模改修の時期などを捉えて整備が行われています。 

車両間の転落防止装置については、ホームからの転落事故を防止するための設備であることか

ら、各鉄軌道事業者において重点的に整備され、大阪市内を運行している全区間における全車両

について、各鉄軌道事業者とも整備済み（評価Ａ）となっています。 

車いすスペースの確保及び行先等の案内表示装置は整備済みとはなっていませんが、整備が

比較的進んでいます（評価 C）。 

このように、高齢者、障がい者等が鉄軌道を利用するにあたって必要となる整備が進捗してお

り、鉄軌道による移動における一定の安全性及び利便性が確保されてきています。ただし、各鉄軌

道事業者においては、財務状況や事業に供している車両数、運行する鉄道車両や路線の状況など

が大きく異なることから、整備の進捗状況に差が生じている状況にあります。 

 

（４）今後の課題 

車いすスペースの確保、行先等の案内表示装置については、新たな鉄道車両の導入や鉄道車

両の大規模な改修時期を捉え、引き続き、整備を促進していく必要があります。 

鉄軌道は、高齢者、障がい者等にとって、主要な移動手段となることから、駅舎の更なるバリアフ

リー化とともに、鉄道車両についても、国の公共交通移動等円滑化基準などを踏まえつつ、新たな

整備内容について検討を行っていく必要があります。 
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３ 道路 

（１）整備内容 

歩道の段差解消・勾配修正・視覚障がい者誘導用ブロックの敷設など 

  

（２）天王寺・阿倍野地区における進捗状況※１ 

 

 
地区名 

主要な経路 

の延長 

H18.4 

時点 

H23.3 

時点 

R3.3 

時点 

2 天王寺・阿倍野 3.32㎞ 

1.51㎞ 

45％ 

Ｅ 

2.20㎞ 

66％ 

Ｄ 

3.32㎞ 

100％ 

Ａ 

※１ 各地区における主要な経路の整備状況（令和３年３月末時点）は別添２のとおり。 

※２ 視覚障がい者誘導用ブロックの設置延長 

 

（３）評価 

天王寺・阿倍野地区は、令和３（2021）年３月末時点でＡ評価であり、整備済みとなっていま

す。 

 

（４）今後の課題 

重点整備地区内において高齢者、障がい者等が日常生活又は社会生活において利用する施

設（生活関連施設）の廃止や移転、新たな建築など地区の状況が変化していることを踏まえ、バリ

アフリー化を図る必要がある経路（生活関連経路）の削除や変更、追加について検討する必要が

あります。 

 

 

 

  

［上段：整備延長※２ 中段：整備率 下段：評価］ 
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４ 交差点 

（１）実施する道路の区間 

基本構想における「主要な経路」（地下街及び上空デッキ等の地上道路以外の経路は除く。） 

 

（２）整備内容 

・主要な経路上にある必要な交差点における、既設信号機への音響信号機（視覚障がい者用 

付加装置、音響式歩行者誘導付加装置等）の整備 

・高齢者や身体障がい者等が通常の横断に要する歩行者用信号秒数の確保 

・反射材等を用いた高輝度道路標識、道路標示の設置 

・移動円滑化を阻害する違法駐車等を防止するための事業を重点的に推進 

・必要な既設信号機への歩行者用信号灯器の設置・増設 

 

（３）進捗状況 

継続的に実施する違法駐車等を防止するための事業を除き、平成 23（2011）年３月末までに

全ての整備が完了しています。 

なお、違法駐車行為の防止に係る事業については、警察官の取締り活動に加え、駐車監視員に

よる放置車両の確認事務を行うなど、継続的に行っています。 

 

（４）評価 

計画どおり整備されたことにより、交差点のバリアフリー化が図られ、基本構想を作成した当時

（平成 15（2003）年４月時点）に比べ、高齢者、障がい者等が道路を横断するにあたっての安全

性が確保されています。 

 

（５）今後の課題 

バリアフリー化を図る必要がある経路（生活関連経路）が変更、追加された場合には、当該経路

における交差点の状況を踏まえ、新たな既設信号機への音響信号機（視覚障がい者用付加装

置、音響式歩行者誘導付加装置等）の整備などについて検討を行う必要があります。 
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〇 その他の事業等の進捗状況 

基本構想では、地区の特性などを踏まえ、特定事業以外についても、その他の事業としてバリア

フリー化に係る整備内容が定められており、主なものとして、ノンステップバスの導入、鉄軌道駅間

の乗り換え経路等の視覚障がい者誘導用ブロックの敷設などがあります。 

それらの整備状況は、以下のとおりとなっており、概ねバリアフリー化が図られてきています。 

 

１ ノンステップバスの導入 

大阪市内における乗合バスの運行は、主に大阪シティバス(株)が担っており、令和３（2021）

年 12月末時点で、同社の乗合バス車両（基準適用除外認定車両等を除く）（547両）のうち

1両を除く全てがノンステップバスとなっています。大阪シティバス(株)以外の７事業者では、所

有する乗合バス車両（基準適用除外認定車両を除く）のうちノンステップバスの占める割合に

幅があるものの、７事業者全体では約 63％となっています。 

大阪市内で乗合バスを運行する事業者全体でみると、乗合バス車両（基準適用除外認定車

両等は除く）のうちノンステップバスの占める割合は、７割を超える状況となっています。 

なお、ノンステップバス以外のバスについても、基準適用除外認定車両等を除き全て国が定

める公共交通移動等円滑化基準に適合したワンステップバスとなっています。 

 

２ 鉄軌道駅間の乗換経路等の視覚障がい者誘導用ブロックの敷設 

天王寺・阿倍野地区の主要な乗り換え経路及び地下街には、全て視覚障がい者誘導用ブロッ

クが敷設されています。 

 

３ 官公庁施設などの案内・誘導 

鉄軌道駅出入口から案内対象施設までの経路を適切に誘導するため、当該施設が設定してい

る誘導経路を基本として、他の官公庁及び各鉄軌道事業者が設置している地図等との連携に配

慮し、鉄軌道駅地上出入口に歩行者案内標識及び分岐点に案内標識が整備されています。 

 

４ その他の施設のバリアフリー化 

（１）立体横断施設等 

・近鉄前交差点 

阿倍野歩道橋が整備済みです。 

  

（２）地上と地下の連続性の確保 

地上と地下の移動において可能な限り遠回りとならないよう地下街に接続する民間建築物にお

いてエレベーターの設置が行われています。 

〇 ソフト面の取組 

高齢者、障がい者等の移動等の円滑化を図るためには、ハード面のバリアフリー化整備のみな

らず、市民や関係者の理解や協力、その理解等を得るため啓発活動などソフト面の取組が重要で

す。大阪市、鉄軌道事業者、道路管理者、交通管理者等では、以下の取組が継続的に実施されて

います。 
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今後も、市民や関係者が、高齢者、障がい者等の特性を理解し、高齢者、障がい者等の施設の

利用等を妨げないことのみならず、移動等の円滑化を積極的に支援するよう、ソフト面の取組を充

実していく必要があります。 

 

１ 鉄軌道事業者による取組 

・充実した案内誘導サービスの提供 

・ホームページにおけるバリアフリー施設の状況などの情報提供 

・職員に対する職員研修の実施、対応マニュアルの整備  など 

 

２ 道路管理者、交通管理者等による取組 

・放置自転車対策 

・違反広告物対策 

・「迷惑駐車の防止に関する条例」に基づく駐車マナーの向上  など 
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３ その他啓発などの取組 

・エレベーター、トイレ等バリアフリー施設の状況のわかりやすい情報提供 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

［バリアフリーマップ］                         ［ハートフルWeb］ 

 

・「あいサポート運動」※１の実施 

・市民を対象とした各種学習会の開催 

・学校教育における「総合的な学習の時間」等での取組 

・中学生・高校生を対象とした「わがまちのやさしさ発見」レポート※２の募集  など 

※１ 多様な障がいの特性や障がいのある人への必要な配慮などを理解して、困っている様子を見かけた

ら、一声かけるなどちょっとした手助けや配慮をすることで、誰もが住みやすい地域社会（共生社会）を

目指す運動 

※２ まちの建物や公共交通機関などを自ら調査・発見し、そのやさしさをまとめたレポート 
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〇 今後の検討課題 

駅舎に関して整備内容として掲げられた事項（検討事項となっているものを除く。）について、概

ね整備が行われるとともに、鉄道車両に関する整備内容についても、新造時や大規模な改修の時

期などを捉えて整備が行われています。加えて、道路に関して整備済みであるとともに、交差点に

係る整備内容についても全ての整備が行われるなど、着実に重点整備地区のバリアフリー化が進

展し、高齢者や障がい者等の移動等の円滑化が一定図られています。今後も、未整備となっている

事業について、各事業者において整備が行われるよう取り組み、引き続き重点整備地区のバリアフ

リー化を図っていく必要があります。 

また、基本構想の作成時から土地利用等に変化が見られる箇所もあることから、その状況を踏

まえた見直しの検討を行っていく必要があります。さらに、バリアフリー施策を総合的に展開するた

め、平成 18年に「交通バリアフリー法」から「ハートビル法」と統合された「バリアフリー法」となる

とともに、その後も、高齢者、障がい者等の移動等に対する社会的要求水準の高まりや、高齢化の

更なる進展など社会的状況の変化に応じて、適宜、法令等の改正がなされ、令和 2年の法改正

が最新となっています。それらの状況を踏まえ、現在の基本構想では定められていない新たな整備

内容について、ハード面の取組のみならず、ソフト面の取組も含め、検討を行っていく必要がありま

す。 

なお、新たな整備内容の検討にあたっては、地区内でも駅舎や周辺施設の状況等がそれぞれ異

なり、また、地域課題が残る箇所もあることから、駅舎や周辺施設ごとでバリアフリー化の状況等に

ついて評価を行いながら進めていく必要があります。加えて、高齢者、障がい者等の当事者をはじ

めとする関係者の意見を聴取するとともに、地区の状況等も勘案しつつ、検討を行っていく必要が

あります。 
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（別添１） 

〇 天王寺・阿倍野地区における整備内容及び進捗状況［対象：4駅※１］ 

（令和３（2021）年３月末時点） 

 整備項目 整備内容 

天
王
寺
（
Ｊ
Ｒ
西
日
本
） 

大
阪
阿
部
野
橋
（
近
鉄
） 

天
王
寺
（
大
阪
メ
ト
ロ(

御
堂
筋
線)

） 

天
王
寺
（
大
阪
メ
ト
ロ(

谷
町
線)

） 

1 
視覚障害者 

誘導用ブロック 

車両の乗降口から公共通路までの移動動線上

に敷設 
○ ○ ○ ○ 

2 音案内 
視覚障がい者誘導用ブロックの敷設位置に合

わせ、音案内の提供を検討 
○    

3 案内・誘導 

駅舎内での一貫した連続性のある案内・誘導、

及び乗り換えや周辺施設等への案内に努める 
○ ○ ○ ○ 

異常時に改札付近等で掲示を行う ○ ○ ○ ○ 

4 券売機 

車いす使用者に配慮した蹴込みの構造等の検

討。それ以外の細部の仕様は更新時期等に合

わせ整備に努める 

 ○ ○ ○ 

5 改札口 拡幅改札口の設置 ○ ○ ○ ○ 

6 エレベーター 
ホームから公共用通路まで１以上の経路の確保 ○ ○ ○ ○ 

乗り換え経路の確保 ○ ○ ○ ○ 

7 階段 
階段の手すりに、行先を点字で表示 ○ ○ ○ ○ 

踏面端部が容易に識別できるように配慮する ○ ○ ○ ○ 

8 
ホームにおける列

車の案内 

列車の行先･接近･出発に関する情報を文字及

び音案内で検討 
○ ○ ○ ○ 

9 
車両とホームとの

隙間・段差 

ホーム構造や車両構造について検討を行う   ○  

渡り板を配備 ○ ○ ○ ○ 

10 
ホームにおける安

全対策 

ホーム縁端付近に連続して警告ブロックを敷設 ○ ○ ○ ○ 

線路側とホーム内側の区別が出来る工夫をする ○ ○ ○ ○ 

線路側外のプラットホーム両端に警告ブロック

を敷設 
○ ○ ○ ○ 

11 トイレ 
車いす対応トイレの設置 ○ ○ ○ ○ 

今後設置するトイレの多機能化 ○ ○ ○ ○ 

※１ 特定事業計画の進捗状況の報告駅別（大阪市高速電気軌道(株)について路線別）で集計。  
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（別添２） 

〇 天王寺・阿倍野地区における主要な経路の整備状況（令和３（2021）年３月末時点） 

地
区 

 路線名 延長（㎞） 
整備延長 
（㎞） 

整備率 

天
王
寺
・阿
倍
野
地
区 

1 大阪和泉泉南線 1.20 1.20 100% 

2 大阪高石線 0.40 0.40 100% 

3 今宮平野線 0.35 0.35 100% 

4 恵美須町城東線 0.30 0.30 100% 

5 阿倍野区第 924-1号線 0.10 0.10 100% 

6 国道 25号 0.21 0.21 100% 

7 阿倍野区第 893号線 0.08 0.08 100% 

8 金塚南北線 0.38 0.38 100% 

9 金塚東西線 0.19 0.19 100% 

10 阿倍野木津川線 0.11 0.11 100% 

天王寺・阿倍野地区合計 3.32 3.32 100% 
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参考資料３：乗り換え経路図 
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付属資料 1．天王寺・阿倍野地区交通バリアフリー基本構想変更の検討の経緯 

   天王寺・阿倍野地区基本構想変更に係る当事者等の意見聴取については、第 5 回市推進協議

会資料 2-1の内容を踏まえ、現地確認も含めたワークショップ形式で実施しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

   (第 5回大阪市交通バリアフリー基本構想推進協議会 資料 2-1から抜粋) 

     

     

 

 

 

第 2回ワークショップ（現地確認等）：令和 5年(2023年)１１月１０日実施 

⚫ 現地確認等によるバリアフリー整備に係る実施状況と課題の確認 

⚫ 現地確認等のまとめ 

第１回ワークショップ（机上）：令和 5年(2023年)１０月１３日実施 

⚫ 基本構想の変更原案について 

⚫ 第 2回ワークショップ(現地確認等)の実施計画について 

 

第３回ワークショップ（机上）：令和 6年(2024年)2月 6日実施 

⚫ 第１回、第２回ワークショップ等における主な意見と対応 

⚫ 基本構想変更原案について 

⚫ その他 

⚫  

第６回市推進協議会 

[令和 5年(2023年)９月 13日実施] 

第７回市推進協議会 

[令和 5年(2023年)12月 22日実施予定] 

 

第８回市推進協議会 

[令和 6年(2024年)３月 1日実施予定] 

変更手続き 令和６年(2024年)4月予定 

パブリックコメント実施 

[令和６年(2024年)3月中下旬実施予定] 

第 5回市推進協議会 

[令和 5年(2023年)6月 21日実施] 

基本構想骨子作成(令和 5年(2023年)6月作成) 

・地区別評価及び変更原案の当事者等意見聴取については、例えば、まち歩きによる現地確認の実

施を含め、当事者等に対する意見聴取経過を明確にできる手法(ワークショップ形式など)により、当

事者の意見を踏まえて、地区の実態に応じて進めていく。 
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付属資料 2．天王寺・阿倍野地区ワークショップの開催概要 

天王寺・阿倍野地区のワークショップは、現地確認を含め計 3回実施した。 

 

（1）第 1回ワークショップの開催概要 

日時 令和 5年 10月 13日（金） 午前 9時 45分～11時 45分 

場所 阿倍野区民センター 1階 集会室 1 

参加者 
当事者：13名 

事業者：11名 

議題 
1.基本構想の変更原案について 

2.第 2回ワークショップ(現地確認等)の実施計画について 

 

   ■当日の様子 
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（2）第 2回ワークショップの開催概要（現地確認） 

日時 
令和 5年 11月 10日（金） 午前 9時 30分～12時 15分 

※Dルートは午前 10時 00～12時 15分 

現地確

認ルート 

A.地下ルート（あべちか～メトロ御堂筋線西改札～ルシアスの地下経路等）：10

名 

B.地下・歩道橋ルート（あべちか～JR公園口、阿倍野歩道橋等）：10名 

C.駅構内ルート（JR改札内トイレ、近鉄中改札口の無人改札等）：12名 

D.大阪メトロ阿倍野駅ルート：12名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

意見交

換場所 
阿倍野区民センター 1階 集会室 1 

議題 
1.現地確認等によるバリアフリー整備に係る実施状況と課題の確認 

2.現地確認等のまとめ 

 

(メンバー構成) 

※支援者を含む 

（  ）は広域利用の観点の参加者で内数 

肢体障

がい 

視覚 

障がい 

聴覚 

障がい 

知的・

発達・

精神※ 

高齢 
LGB 

TQ＋ 
その他 事業者 事務局 合計 

6（2） 2（1） 2 3 1 1（１） 3（1） 11 15 44（５） 
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■現地確認の様子 

 

 

 

 

 

 

（3）第 3回ワークショップの開催概要 

日時 令和 6年 2月 6日（火） 午前 10時 00分～12時 00分 

場所 阿倍野区役所 2階 大会議室 

参加者 
当事者：12名 

事業者：12名 

議題 
1.第 1回、第 2回ワークショップ等における主な意見と対応状況 

2.基本構想変更原案について 

 

■当日の様子 
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付属資料 3.天王寺・阿倍野地区ワークショップ等における主な意見と対応 

ワークショップで実施した当事者等意見聴取における、バリアフリー整備の現状に関する主な意見

と対応は次のとおりです。 

 

◼ 重点整備地区の区域設定に関する項目 

項目 主な意見 対応 

重点整備

地区の区

域 

利用頻度の高い

天王寺区役所や

阿倍野区役所が

重点整備地区の

区域に入ってい

ないため、入れて

ほしい 

天王寺・阿倍野地区は、天王寺駅から徒歩で移動できる距離と

して、概ね５００ｍ圏を含む範囲としており、両区役所は区域に入

っていない。新たな地区として、重点整備地区を定めるかどうか

の具体的な検討については、現行基本構想25地区（２１構想）

の変更の目途がたった段階で行うこととしている。 

 

◼ 生活関連施設及び生活関連経路設定に関する項目 

下線部：基本構想等への反映を調整中の事項 

項目 主な意見 対応 

生活関

連施

設・生

活関連

経路 

地域の小中学校が避難施設と

なっており、そこまでの避難経路

がバリアフリー化されていない

のは問題であるため、小中学校

及び至る経路を、生活関連施

設・生活関連経路としてほしい。 

・バリアフリー法では、重点整備地区の設定において鉄

道駅が所在していること、また生活関連経路の選定に

おいて鉄道駅を含むことは必須となっていない。 

・大阪市では、ターミナル地区を中心に鉄道ネットワー

クが充実していることから、全地区共通の考え方（骨

子）として、鉄道駅舎を含む区域を重点整備地区と設

定し、生活関連経路を駅から生活関連施設の入り口

までの経路としており、駅からの経路が主要な経路で

はない小中学校を生活関連施設・生活関連経路の対

象としていない。 

・小中学校については、バリアフリー法の観点だけでな

く、緊急時には避難施設になり重要な施設であると認

識しているが、避難経路の取り扱いについては、防災

上の観点でも検討が必要であると考えているため、関

係先と調整を図るとともに、地域の実情や基本構想に

おける整備の実現性も考慮したうえで、慎重に検討を

行いたい。 
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項目 主な意見 対応 

生 活

関 連

経路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

生 活

関 連

経路 

地上と地下との連続性の確保

（結節拠点）の整備を掲げて、

梅田地区の現行基本構想と同

じように、変更原案における“生

活関連経路設定”等で明記し

てほしい。 

また、設定することによる効果や

追加での検討課題となることは

どのようなものであるか示して

いただきたい。 

・生活関連経路設定に記載 

・生活関連経路設定（４）（資料２ 概要版及び参考資

料１ 基本構想変更原案 4-2）に記載のとおり、地上

経路、地下経路、歩道橋の上下移動の円滑化及び平

面横断の円滑化を図り、立体的な歩行者ネットワーク

の拠点として機能させることを目的に記載。具体的な

整備内容として、乗換経路を含む立体横断施設及び

地下街において、ワークショップでのご意見を踏まえ、

管理者境界部等の連続敷設が出来ていない区間の

視覚障がい者誘導用ブロックの敷設や、わかりやすい

案内・誘導の検討、民間施設のエレベーターの活用の

推進や新規設置など多様な手法により可能な限り遠

回りとならないよう地上と地下の連続性確保の検討

等を関連事業として位置付ける方向性で調整中 

てんしばからあべのキューズモ

ールまでの地下経路を生活関

連施設として設定してほしい。ま

た、近鉄阿部野橋駅からルシア

スやアポロビル、公立大学病院

へ行くルートとしては、地下経路

がメインであるため、これら地下

経路を生活関連経路に追加し

てはどうか。 

・生活関連経路として設定する方向で調整（資料２ 概

要版及び参考資料１ 基本構想変更原案４－２） 

 

 

◼ 道路・交差点に関する項目 

下線部：基本構想等への反映を調整中の事項 

項目 項番 主な意見 対応 
備考

※ 

(1) 道

路 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

1.歩道の

整備改良 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇整備済みとされている道路にも、

歩道と車道の縁石の段差が 3ｃｍ

以上となるところ(溝等も含める)

が存在しているため、解消してほし

い。車いすにとっては転倒の恐れ

があるため、他の例にも倣い、多様

な障がい者参画のもと、縁石の形

状等を検討する場を設けてほし

い。 

・具体的な場所ごとに現地調査

のうえ、必要に応じて対応 

・歩車道境界部の段差構造は、

車いす利用者、視覚障がい者

双方のご意見を伺いながら検

討することが必要。今後、当事

者も参加する検討の場の設置

に向けて取り組む。 

 

〇あべの筋東側歩道は、柱がありせ

まく(はみ出し看板もあり)、歩きに

くい。 

・はみ出し看板については、不

法占用であり、現場状況を確

認し必要に応じて対応 

 

※第 3回ワークショップで改めていただいたご意見 
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項目 項番 主な意見 対応 
備考

※ 

(1)道

路 

1.歩道の

整備改良 

〇てんしば付近の歩道がせまく、自

転車の通行もあるため、歩道や横

断歩道を拡張してほしい。 

 

・歩行者の安全な通行確保に

ついて、実現性等を含めて検

討 

 

〇阿倍野交差点の南東側は勾配が

きつく、車いすがスリップする。 

 

・現場状況を確認し必要に応じ

て対応 

 

2.視覚

障が い

者誘導

用 ブ ロ

ックの敷

設 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇誘導用ブロックが剥がれている箇

所や、途中でなくなる箇所がある

ため、連続して敷設する必要があ

る。 

・具体的な場所ごとに現地調査

のうえ必要に応じて対応 

・阿倍野筋東側歩道の誘導ブ

ロックがなくなる区間は、今後

拡幅計画を予定しているの

で、併せて誘導ブロックを整備 

〇 

〇信号機の身障用ボタンや音響信

号機の押しボタンまで誘導ブロッ

クがないため、引いてもらえると助

かる。 

・具体的な場所ごとに現地調査

のうえ必要に応じて対応 

 

〇誘導用ブロックはマンホールなど

避けるなどしなくてよい。 

・敷設基準に基づき、20㎝超の

マンホール等は、間を空けると

誘導を見失い歩行に支障が

出る可能性があるため、誘導

をゆるく屈曲させて連続させ、

マンホールを避ける配置として

いる。今後、基準の見直しが必

要かを含めて検討 

 

 

〇誘導用ブロックの真上を歩く人(片

足だけ乗せる人も含める)にとって

は誘導用ブロックの幅が広すぎる

と左右がわかりにくい。 

・敷設基準に基づき、連続誘導

の場合は原則として 30 ㎝幅

（１列）で配置し、交差点付近

では、横方向から歩いてきた

人が気づかずまたぎ越すこと

の無いように 60㎝幅で配置 

 

 

(2)立体横断施

設・地下街(乗り

換え経路含む)  

 

 

 

 

〇歩道橋について、案内表示やエレ

ベーターの案内をわかりやすくす

る整備(点字案内板や音声案内等

含む)する必要がある(図3参照)。 

〇歩道橋上にエレベーターを新設

(増設)してほしい(図 3参照)。 

〇誘導用ブロックが途切れている箇

・今後、改めて必要な対策につ

いて検討 

〇 

※第 3回ワークショップで改めていただいたご意見 
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項目 項番 主な意見 対応 
備考

※ 

(2)立体横断施

設・地下街(乗り

換え経路含む) 

所(歩道橋接続部分含める)があ

るため、連続して敷設する必要が

ある。 

〇乗り換え経路や地下街・歩道橋等

を含めた垂直移動経路の案内表

示をわかりやすくしてほしい(図 2-

1、2-2参照) 

〇歩道橋上の誘導用ブロックの分岐

がわかりにくく、誘導用ブロックと

舗装の色の差がなく視認しづら

い。 

・阿倍野歩道橋は、2013 年の

架け替え時に景観に配慮して

舗装や誘導ブロックの色を決

定しており、敷設基準に規定

する、周辺の路面の色との輝

度比の基準（2.0 以上）を満

足することを確認している。一

方で、設置当時から経年変化

している可能性もあり、利用者

の歩行に支障があるというこ

とであれば、必要に応じて対

応を検討 

 

(３)歩道上障害物 〇あべの筋東側歩道について、店の

看板が道路上に置かれており、誘

導ブロックの上をたどると看板に

ぶつかる。 

・はみ出し看板については、不

法占用であり、現場状況を確

認し必要に応じて対応 

 

(４)交差点 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇音響信号機について整備済みとな

っているが、全体的に音が小さく、

人の多い場所では近くまで行って

も聞こえにくい。音量が小さい箇所

については大きくできるように調整

してほしい。また、音の種類につい

て、『青になりました』のみの箇所

は、正しい方向に渡れているのか

分からないため、昼間は自動で“カ

ッコー、ピヨピヨ”を鳴らすようにし

てほしい。 

・音量が小さいとご指摘のあっ

た交差点は、周辺の交通環境

等を勘案し音量を大きく調整

済み。機器更新時期を勘案し

要望されている視覚障がい者

用付加装置への切り替えを検

討 

〇 

〇阿倍野交差点は視覚障がい者用

押しボタンがわかりにくい。 

・視覚障がい者用押しボタンの

設置については、道路管理者

と連携し道路交通環境に応じ

た整備を実施。 

 

※第 3回ワークショップで改めていただいたご意見 
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項目 項番 主な意見 対応 
備考

※ 

(４)交差点 〇信号を渡る時間について、青信号

時間が短すぎて安全に渡ることが

できない。車優先ではなく、歩行者

優先の考えとしてほしい。 

・信号交差点における歩行者用

信号秒数については交通実

態や道路交通環境等を勘案

し秒数を設定 

 

〇大きい交差点(利用者が多い交差

点)は、信号の赤や青のタイミング

がわかるものにしてほしい。 

・経過時間表示付き歩行者用

交通信号灯器は、信号交差点

における歩行者の交通実態、

道路交通環境等を勘案し設

置を検討 

 

その他 〇阿部野橋バス停(南行きの「住吉

車庫方面」に向かうバス停)に行く

ルートが遠回りしないといけないた

め、安全面を考慮して遠回りしな

い歩道整備をタクシー用の道路に

整備してはどうか。 

・複数の関係者間の調整が必

要 

 

 

 

 

その他 

項目 主な意見 対応 

建築物等 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇立体横断施設や地下街(乗り換え

経路含む)に繋がる民間施設のエ

レベーターの位置や利用可能時

間について、わかりやすく案内を表

示してほしい。 

〇ルシアス内部からメトロへの案内

表示が欲しい。 

〇バリアフリー経路を中心としたルシ

アスとアポロビル全体のバリアフリ

ー情報マップ（トイレ情報含む）を

地下経路上に表示して欲しい。ま

た、ルシアス地下１階から地上へ

のスロープの案内表示がほしい。 

〇てんしばへの案内が少ないため、

ルシアスやハルカス方面からも案

内がほしい。 

〇Qs モールの地下経路からの入口

付近について、誘導ブロックをエス

カレーターに繋いでほしい。もしく

はアナウンス音量を上げてほしい。 

取扱いについて継続検討 

※第 3回ワークショップで改めていただいたご意見 
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項目 主な意見 対応 

建築物等 〇Qs モール屋外通路の点字ブロッ

クが見えづらい。また、エレベータ

ー前の誘導ブロックが途切れてい

る。 

〇阿倍野駅2番出入口エレベーター

手前のスロープ(Qs モール敷地

内)がきついため、ゆるやかにして

ほしい(もしくは手すりをつけてほし

い)。 
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122 

付属資料 4. 大阪市交通バリアフリー基本構想（天王寺・阿倍野地区、新大阪地区、御幣島地区、大正地区、住之江公園地区）（案）に対するパブリックコメント結果一覧表（実施期間：令和６年３月２５日～４月２３日） 

地区 意見 意見に対する対応 

新大阪 
トイレの多機能において介護ベッドが地下鉄のみにしか整備されていないため、100％とは言い

切れないと考える。 

ご意見について、大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）３頁に記載のとおり、本評

価は基本構想策定時（平成 16年 4月）の整備基準に基づく事業の実施状況を示しています。 

新大阪 

主な意見に同じく大阪の玄関である新大阪で様々な利用客がいるのに、エレベーターの数が少

なく狭いためスムーズな移動ができないことが多くある。増やすことの方が分散するため望まし

い。 

ご意見について、鉄道施設の整備等の方針（大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素

案）３７頁 ６．エレベーター（２）構造・仕様 （６－２－１））を踏まえ、5-4-3■鉄道施設の整備等の内

容 ６．エレベーターに記載のとおり、各鉄道事業者において、大型化等の検討がされております。 

新大阪 
車椅子利用者やベビーカー利用者、キャリーバッグの方々等もいる為、エレベーターですごく人が

並び混雑しているので、エレベーターの増設もしくは代替方法を検討頂けるとありがたい。 

新大阪 

５ページに同じく介護ベッドの増設を要望する。 ご意見について、鉄道施設の整備等の方針（大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素

案）38頁 １１．トイレ（１１－１－２））を踏まえ、5-4-3■鉄道施設の整備等の内容 １１．トイレに記載

のとおり、各鉄道事業者において、バリアフリートイレへの大型ベットの設置の検討がされております。 

新大阪 

大規模駅改良時に検討と記載されているが、場所によれば今からでも広さによっては後付けも

検討できるのではないかと考えられる。もし(介護ベットの)設置が困難などあれば救護室の積極

的な貸出など代替の提供を早急にお願いしたいと考える。 

ご意見は、鉄道事業者と共有いたします。 

新大阪 

いずれのことにおいても完全なる改善が困難である場合でもバリアフリー化に近づけるためにど

のような取り組みをされている状況なのか心のバリアフリー面であれば人材育成をなされている

かを共有する場が欲しいと希望致します。 

〇ご意見について、教育啓発（心のバリアフリー）の取組方針（大阪市新大阪地区交通バリアフリー基

本構想（変更素案）７１頁）を踏まえ、5-4-3■鉄道施設の整備等の内容、５－５－３■バス車両及びタ

クシー車両の整備等の内容における心のバリアフリーに記載のとおり、各施設管理者（鉄道事業者、バ

ス事業者、大阪タクシー協会）において、当事者参加による職員の接遇向上や理解促進のための研

修、意見交換会等の開催が実施されます。 

〇また、基本構想に即して実施する特定事業については、本市ホームページにて進捗状況を公表して

いるところです。基本構想変更後の特定事業につきましても、引き続き、進捗状況を公表予定です。 

新大阪 

手の短い方もいれば長くとも力が十分に入らない方もいらっしゃいますので奥ゆきのあるボタン

や押す・引くのに力が必要とされる動作が困難である。 

〇ご意見について、基本構想の対象者及び特性は、大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変

更素案）７６頁から７８頁に記載しております。 

〇大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）１１頁に記載のとおり、基本構想の変更

にあたって、全地区共通の基本理念を定め、「どこでも、誰でも、自由に、使いやすく」というユニバーサ

ルデザインの考え方にたち、年齢や障がい等の違いに関わりなく、来訪者も含むすべての人が、安全・

安心で生き生きと暮らせる都市の実現をめざしております。 

新大阪 

車椅子スペースの確保はとても充実されているが駅員さんによるスペースの誘導等を協力頂き

たい。（心のバリアフリー） 

〇ご意見は、鉄道事業者と共有いたします。 

〇なお、すべての人が安心して利用できるよう、鉄道施設の整備等の方針（大阪市新大阪地区交通バ

リアフリー基本構想（変更素案）３９頁 １４．心のバリアフリー（１４－１））を踏まえ、5-4-3■鉄道施設

の整備等の内容 １４．心のバリアフリーに記載のとおり、各鉄道事業者において、職員の接遇向上や研

修の実施などがされます。 

新大阪 

新幹線改札内のトイレは便房数も少なく列になる為、トイレの便房数を増やしてほしい。 ご意見について、大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）１１０頁に記載のとおり、

鉄道事業者において、改札内トイレの混雑状況を踏まえ、女子トイレの増設について既に検討がされて

おります。 

新大阪 
階段手すりの行き先点字の場所が分かりづらいので、改善して頂きたい。 ご意見は、鉄道事業者と共有いたします。 
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新大阪 

繋がっていない点字ブロックが多数ある為、色の異なりや素材、点字ブロックのある視覚障がい

者用ルートを確保して頂きたい。 

〇ご意見の「繋がっていない点字ブロック」について、鉄道施設の整備等の方針（大阪市新大阪地区

交通バリアフリー基本構想（変更素案）３４頁 １．視覚障がい者誘導用ブロック（１－１））及び道路・交

差点の整備等の方針（大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）６２頁 案内・誘導

施設の整備 視覚障がい者誘導用ブロック（２－１））を踏まえ、管理境界部において、視覚障がい者誘

導用ブロックが途切れたり、遠回りになったりしないよう、施設管理者間で、連続的な敷設や敷設位置

について検討がなされます。 

新大阪 

乗換案内について、経路図の提示があるとわかり易く、エレベーターがある場所を前もって提示

して頂けるとありがたい。 

〇ご意見について、鉄道施設の整備等の方針（大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更

素案）３５頁 ３．案内・誘導（３－１）（３－２－１））を踏まえ、５－４－３■鉄道施設の整備等の内容 ３．案

内・誘導に記載のとおり、各鉄道事業者において、駅舎内での一貫した連続性のある案内誘導設備の

設置や他施設及び他事業者・他路線への乗継ぎ経路等へのわかりやすい案内設備の設置の検討な

どがされております。 

〇また、大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）７１頁 教育啓発（心のバリアフリ

ー）取組方針を踏まえ、利用者が必要とする情報を事前に把握することができるよう、交通バリアフリー

マップの作成等、情報の収集や整理、提供に努めます。 

新大阪 

JR新幹線、在来線を挟んで東西の移動（駅間はそれぞれ便利になっています）東淀川区～淀川

区等、「街」単位で考えるとペデストリアンデッキなどで回遊性を高め、エレベータースロープなど

車椅子等で移動しやすい方法をぜひ考えてほしい。 

〇バリアフリー基本構想は、バリアフリー法第 25条に基づき、旅客施設の周辺地区など、高齢者、障

がい者等が利用する施設が集まった地区（重点整備地区）において、面的・一体的なバリアフリー化を

推進するために作成するものであり、大阪市新大阪地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）２４頁

の考え方に基づいて、新大阪地区の重点整備地区の範囲を設定しております。 

〇ご意見の「ペデストリアンデッキ等による「街」単位の回遊性向上による車椅子等での移動の確保」

については、関係者と共有いたします。 

天王寺・阿倍野 

エレベーターの場所、移動ルート（車椅子や視・聴覚障がい者が安全・安心して利用・移動でい

る）をわかりやすく案内してほしい。 

〇ご意見について、鉄道施設の整備等の方針（大阪市天王寺・阿倍野地区交通バリアフリー基本構想

（変更素案）３１頁 ３．案内・誘導（３－１）（３－２－１））を踏まえ、５－４－３ ■鉄道施設の整備等の内

容 ３．案内・誘導に記載のとおり、各鉄道事業者において、駅舎内での一貫した連続性のある案内誘

導設備の設置や他施設及び他事業者・他路線への乗継ぎ経路等へのわかりやすい案内設備の設置

の検討などがされております。 

〇また、大阪市天王寺・阿倍野地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）８１頁 教育啓発（心のバリ

アフリー）取組方針を踏まえ、利用者が必要とする情報を事前に把握することができるよう、交通バリア

フリーマップの作成等、情報の収集や整理、提供に努めます。 

天王寺・阿倍野 

主要各駅に大型スーツケースをもった観光客等が増え、車椅子ユーザーも含めエレベーターの

順番待ちが多くなっている。メトロ車内にも持ち込まれ、ドア付近に立たれると乗降の妨げにもな

っている。 

車椅子用スペースが占有されていることもある。 

万博もあり、京都でも問題になっているオーバーツーリズムも含め、バリアフリーのための対策や

啓発を進めてほしい。 

ご意見について、大阪市天王寺・阿倍野地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）８１頁 教育啓発

（心のバリアフリー）取組方針を踏まえ、５－４－３■鉄道施設の整備等の方針及び５－５－３■バス車両

の整備等の内容における、心のバリアフリーに記載のとおり、各施設管理者（鉄道事業者、バス事業

者）において、一般利用者に高齢者、障がい者等への配慮を促すよう、エレベーターや優先席の適切な

利用等についての車内放送や画像掲出を実施するなど、心のバリアフリーに関する広報・啓発活動が

実施されます。 
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大正 

駅周辺の飲食店、商業施設を可能な限り車椅子（単身）で入店できるようにしてほしい。 ご意見について、大阪市大正地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）６３頁に記載のとおり、本市

においては、高齢者、障がい者をはじめすべての市民が、民間建築物を安全かつ快適に利用すること

ができるよう、関係法令の基準へ適合させることと併せて、「大阪市ひとにやさしいまちづくり整備要

綱」に基づき事前協議を行うなど、民間施設のバリアフリー化の推進に取り組んでいます。 

住之江公園 

エレベーター増設と、幅の改良をしてほしい。 

現状では狭く、自走式車椅子でも使用しやすい広さが必要です。 

ご意見について、大阪市住之江公園地区交通バリアフリー基本構想（変更素案）４１頁に記載のとお

り、住之江公園駅（南港ポートタウン線）のエレベーターにつきましては、土地や構造の都合上、11人

乗りで整備がされております。 

住之江公園 

南海 堺方面ー堺東方面が別々 

駅まで距離が遠い。 

車椅子（自走）ユーザーの立場からの意見です。 

ご意見については、本構想とは直接関係しない内容であるため、バス停留所の施設管理者に情報提

供いたします。 

 


